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市
の
人
口
と
世
帯
数
（
平
成
23
年
10
月
１
日
現
在
推
計
）

●
人
口　

８
７
，
７
７
８
人
（
前
月
比
マ
イ
ナ
ス
２
４
１
人
）
☆
男
４
３
，
８
５
７
人
（
前
月
比
マ
イ
ナ
ス
２
０
２
人
）　

☆
女
４
３
，
９
２
１
人
（
前
月
比
マ
イ
ナ
ス
39
人
）
●
世
帯
数　

３
５
，
３
２
９
世
帯
（
前
月
比
マ
イ
ナ
ス
２
４
７
世
帯
）

12

～
も
う
ひ
と
り
の
被
害
者
～

　

11
月
25
日
（
金
）
は
「
女
性

に
対
す
る
暴
力
撤
廃
国
際
日
」。

ま
た
、
11
月
12
日
（
土
）
～
25

日
は
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を

な
く
す
運
動
」
期
間
。
女
性
に

対
す
る
暴
力
に
つ
い
て
考
え
、

暴
力
の
な
い
、
誰
も
が
生
き
生

き
と
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
人
権
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
人
権
啓
発
推
進
室
（
☎

66
・
１
０
２
２
）
か
法
務
局
舞
鶴
支
局
（
☎
76
・
０
８
５
８
）
へ
。

《
面
接
相
談
》
11
月
９
日
（
水
）

11
時
～
14
時
10
分
、
フ
レ
ア
ス

舞
鶴
。
女
性
問
題
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
の
龍
田
英
美
子
さ
ん
が
応

じ
る
。
対
象
は
市
内
在
住
か

在
勤
の
女
性
（
男
性
も
可
）。

先
着
３
人
。
託
児
あ
り
。
申

し
込
み
は
、
前
日
ま
で
に
電
話

で
人
権
啓
発
推
進
室
（
☎
66
・

１
０
２
２
）
へ
。

《
臨
時 

女
性
電
話
相
談
》
11
月

14
日
（
月
）・
15
日
（
火
）・
18

日
（
金
）
10
時
～
16
時
。
専
用

電
話
（
65
・
０
０
５
６
）
へ
。

※
フ
レ
ア
ス
舞
鶴
で
実
施
し
て

い
る
通
常
の
相
談
は
、
３
㌻
の

相
談
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
。

女
性
に
対
す
る

暴
力
を
な
く
す
運
動

無
料
相
談
窓
口
を
開
設

　

配
偶
者
へ
の
暴
力
（
ド
メ

ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン

ス
＝
Ｄ
Ｖ
）
を
子
ど
も
の
視

点
か
ら
描
い
た
ノ
ル
ウ
ェ
ー

の
絵
本
「
パ
パ
と
怒
り
鬼
～

話
し
て
ご
ら
ん
、
誰
か
に
～
」

が
日
本
で
出
版
さ
れ
話
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
絵
本
は
、
主
人
公
の

少
年
が
父
か
ら
母
へ
の
暴
力

を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
パ

パ
の
暴
力
は
僕
が
何
か
し
た

せ
い
か
も
し
れ
な
い
と
自
分

を
責
め
、
母
か
ら
は
家
庭
の

こ
と
は
外
で
話
さ
な
い
よ
う

に
口
止
め
さ
れ
ま
す
。
緊
張

感
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
な

暮
ら
し
の
中
で
、
不
安
と
孤

立
の
二
重
の
苦
し
み
を
抱
え
、

悩
む
姿
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

物
語
で
は
、
誰
に
も
相
談

で
き
な
か
っ
た
少
年
が
、
勇

気
を
振
り
絞
っ
て
王
様
に
手
紙

を
出
し
ま
す
。「
君
が
悪
い
ん
じ

ゃ
な
い
よ
」
と
王
様
は
、
悪
い

の
は
暴
力
を
振
る
う
大
人
で
あ

る
こ
と
を
は
っ
き
り
と
伝
え
ま

す
。
周
り
が
早
く
気
づ
い
て
あ

げ
る
こ
と
、
我
慢
し
な
い
で
助

け
を
求
め
て
も
い
い
こ
と
、
そ

し
て
、
加
害
者
自
身
が
変
わ
る

努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
を
強
く
優
し
く
語
り
か
け

て
い
ま
す
。

　

近
年
、
Ｄ
Ｖ
が
子
供
た
ち
に

与
え
る
影
響
が
心
配
さ
れ
て
い

ま
す
。「
児
童
虐
待
防
止
法
」
で

は
、
子
ど
も
に
心
理
的
な
影
響

を
与
え
る
言
動
は
、
直
接
的
な

暴
力
が
無
く
て
も
“
児
童
虐
待
”

に
当
た
る
と
し
て
い
ま
す
。
繰

り
返
さ
れ
る
怒
鳴
り
声
を
聞
き
、

母
親
の
傷
つ
い
た
姿
を
見
続
け

る
こ
と
は
、
心
身
に
不
安
を
与

え
、
落
ち
着
き
が
無
く
な
っ
た

り
、
思
い
ど
お
り
に
い
か
な
い

こ
と
で
簡
単
に
暴
力
を
振
る
っ

た
り
す
る
な
ど
、
将
来
、
人
間

関
係
が
う
ま
く
築
け
な
く
な
る

こ
と
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

子
ど
も
に
と
っ
て
安
全
で
安

心
で
き
る
場
所
で
あ
る
は
ず
の

家
庭
が
、
危
険
で
安
ら
ぎ
を
得

ら
れ
な
い
場
所
だ
と
し
た
ら
そ

れ
は
大
変
悲
し
い
こ
と
で
す
。

配
偶
者
へ
の
暴
力
は
、
子
ど
も

に
対
す
る
暴
力
と
同
じ
で
あ
る

と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

　

Ｄ
Ｖ
は
重
大
な
人
権
侵
害
で

あ
り
、
一
人
だ
け
の
問
題
で
は

な
い
こ
と
を
認
識
す
る
こ
と
が

▪
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

（
☎
０
５
７
０
・
０
７
０
・
８
１
０
）

　

11
月
14
日
（
月
）
～
20
日
（
日
）

８
時
30
分
～
19
時
（
19
日
（
土
）

と
20
日
は
10
時
～
17
時
）。
家
庭

や
職
場
の
悩
み
な
ど
の
相
談
に

人
権
擁
護
委
員
が
応
じ
る
。
無

料
。
問
京
都
地
方
法
務
局
（
☎

０
７
５
・
２
３
１
・
０
１
３
１
）

重
要
で
す
。
大
切
な
子
ど
も
の

た
め
に
も
、
一
人
で
悩
ま
ず
誰

か
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

11
月
17
日
（
木
）、
豪
華
客

船
「
飛
鳥
Ⅱ
」（
全
長
２
４
１
㍍
、

総
㌧
数
５
０
，
１
４
２
㌧
）
が

京
都
舞
鶴
港
に
寄
港
。
こ
れ
に

合
わ
せ
、
出
港
セ
レ
モ
ニ
ー
の

見
送
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
ま
す
。

▪
日
時　

11
月
17
日
、
18
時
30

分
か
ら
（
19
時
30
分
出
港
予
定
）

▪
場
所　

京
都
舞
鶴
港
西
港
第

２
ふ
頭
（
駐
車
場
は
第
３
ふ
頭

特
設
駐
車
場
を
利
用
し
て
く
だ

　11 月３日 ( 木＝文化の日 ) ～ 27 日 ( 日 )、各公民館で「ふ
れあいサンデー」を開催。地域の皆さんが演芸などを披露しま
す。大浦会館・中総合会館・加佐公民館では、各公民館の講座
の受講生や地域の皆さんの絵画、書などの作品展示も。

【日時と会場】
日　時 会場・問い合わせ先

11月３日
（木＝文化の日）13時から 城南会館（☎78・1800）

13日（日）10時から 南公民館（☎62・0288）
20日（日）10時から 大浦会館（☎68・2010）
20日（日）10時30分から 加佐公民館（☎83・0014）
20日（日）12時から 中総合会館（中央公民館、☎62・0400）
20日（日）12時30分から 東公民館（☎62・1237）
27日（日）12時30分から 市民会館（西公民館、☎75・6501）

さ
い
）

▪
内
容　

舞
鶴
和
太
鼓
集
団
「
か

わ
ら
屋
」
に
よ
る
演
奏
の
ほ
か
、

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
演
出
で

出
港
を
見
送
り
ま
す
。

▪
定
員　

先
着
２
０
０
人

▪
参
加
条
件　

当
日
、
顔
写
真

付
き
身
分
証
な
ど
に
よ
り
本
人

確
認
が
で
き
る
人
（
18
歳
未
満

は
保
護
者
同
伴
）。
※
第
２
ふ
頭

は
「
Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ａ
Ｓ
条
約
（
海
上

に
お
け
る
人
命
の
安
全
の
た
め

の
国
際
条
約
）」
に
基
づ
い
て
船

舶
や
港
湾
施
設
の
安
全
管
理
を

実
施
し
て
い
る
た
め
、
身
分
証

な
ど
の
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▪
申
し
込
み
方
法　

当
日
受
け

付
け(

第
２
ふ
頭) 

に
て
住
所
、

氏
名
、
生
年
月
日
を
記
載
。　

　

詳
し
く
は
、
客
船
京
都
舞
鶴

港
寄
港
歓
迎
行
事
実
行
委
員
会

事
務
局
（
中
丹
広
域
振
興
局
内
、

☎
62
・
２
５
０
６
）
へ
。

ふれあいサンデー

　

11
月
３
日
（
木
＝
文
化
の
日
）

～
12
月
18
日
（
日
）、
引
揚
記
念

館
で
、平
和
祈
念
展
示
資
料
館（
総

務
省
委
託
、
東
京
都
）
の
協
力

に
よ
り
、
企
画
展
「
平
和
祈
念

交
流
展
・『
シ
ベ
リ
ア
』
へ
連
れ

去
ら
れ
た
人
々
」を
開
催
し
ま
す
。

▪
日
時　

11
月
３
日
～
12
月
18

日
、
９
時
～
17
時
30
分
（
入
館

は
17
時
ま
で
）

▪
内
容　

シ
ベ
リ
ア
で
強
制
労

働
を
体
験
し
た
将
兵
の
抑
留
前

の
生
活
な
ど
を
写
真
12
点
で
紹

介
す
る
ほ
か
、
シ
ベ
リ
ア
抑
留

の
体
験
を
ま
と
め
た
冊
子
「
戦

争
体
験
の
労
苦
を
語
り
継
ぐ
た

め
に  

『
平
和
の
礎
』
選
集
」（
独

立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特

別
基
金
編
集
・
発
行
）
の
中
か

ら
手
記
６
点
を
展
示
。

▪
入
館
料　

３
０
０
円
（
学
生

は
１
５
０
円
）。

　

詳
し
く
は
、
同
館
（
☎
68
・

０
８
３
６
）
へ
。

まち
話題
の
★★★

公開講座
「こころも体も健康に」

　11月15日（火）～20日（日）
９時～17時（15日は13時から、
20日は16時まで）、まいづる
智恵蔵。書作品約50点を展示、
販売。入場無料。問舞鶴書道連
盟の小林さん（☎ 62・1584）

東日本大震災復興支援
チャリティー書道展

　11月18日（金）14時～17
時、商工会議所。TKC近畿京滋
会の税理士による講演「非常事態
にも強い会社を作る！今日からで
きる３つの準備」や個別相談など。
先着100人。無料。申し込みは、
11月11日（金）までに所定の
用紙（日本政策金融公庫舞鶴支店
などに備え付け）で。問同公庫（☎
75・2211）

中小企業経営セミナー

　11月12日（土）13時～16
時、舞鶴医療センター附属看護学
校。ヨーガの体験や血流・骨密
度測定など。講師は小牧理絵子
さん。先着50人。無料。申し
込みは、前日までに電話かファ
クスで同校（☎ 63・4338、ＦＡＸ
63・3014）へ。

　11月５日（土）から毎週土曜
日、府道西神崎上東線沿い（蒲
江地区）。８時～11時。蒲江地
区で採れた新鮮野菜や米、花な
どを販売。問岩崎さん（☎090・
1894・9399）

蒲江いきいき朝市

　11月６日（日）13時30分か
ら総合文化会館。９団体が出演。
入場無料。整理券（市役所、西支
所、加佐分室などで配布）が必要。

《ワークショップ》11月５日（土）
13時～15時、同館。和太鼓の
演奏方法を学び、翌日の同フェス
ティバルに出演。対象は小学４年
生～中学生。先着10人。無料。
申し込みは、前日までに実行委員
会の中さん（☎76・5111）へ。

和太鼓フェスティバル

　11月８日（火）～20日（日）
９時～17時、まいづる智恵蔵。
陶器や漆塗りなどの酒器約100
点を展示・販売。入場無料。

《ワークショップ「おちょこを
つくろう」》11月 12日 (土）
13時30分からまいづる智恵蔵。
手びねりと絵付けで制作。作品
は後日引き渡し。地酒の試飲会
も。講師は陶芸作家の伯耆葉子さ
ん。先着20人。参加費1,500円。
申し込みは、11月８日（火）ま
でに電話かファクスで智恵蔵（☎
66・1035、ＦＡＸ62・9600）へ。

酒
しゅき

祈展

　11月27日（日）９時30分
～13時。日尾池姫神社集合。先
着40人。無料。申し込みは、11
月23日（水＝勤労感謝の日）ま
でに電話かファクスで与保呂楽し
い村づくり推進委員会の門河さん
（☎・ＦＡＸ63・1115）へ。

実のなる広葉樹を植えよう

子
ど
も
の
視
点
か
ら
の
Ｄ
Ｖ

「
シ
ベ
リ
ア
」
へ
連
れ
去
ら
れ
た
人
々

 

引
揚
記
念
館 
平
和
祈
念
交
流
展

夜
の
水
面
に
映
る
豪
華
客
船
「
飛
鳥
Ⅱ
」

み
ん
な
で
見
送
り
ま
し
ょ
う

持
続
的
か
つ
魅
力
的
な
公
共
交
通
へ

基
本
計
画
を
策
定

　

市
で
は
、
公
共
交
通
を
生
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、
今
後
の
公
共
交
通
体
系
の

基
本
的
な
あ
り
方
を
示
す
「
舞

鶴
市
公
共
交
通
基
本
計
画
」（
平

成
23
～
30
年
度
）
を
策
定
し
ま

し
た
。　

　

な
お
、
策
定
に
あ
た
っ
て
、

市
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手

続
制
度
（
市
民
意
見
提
出
制
度
）

に
基
づ
き
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を

募
集
し
た
結
果
、
特
に
意
見
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

計
画
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

▪
計
画
の
概
要

《
基
本
理
念
》
市
民
・
企
業
・
行

政
が
共
に
支
え
合
う
こ
と
に
よ

る
持
続
的
か
つ
魅
力
的
な
公
共

交
通
の
実
現

《
基
本
方
針
と
施
策
》

①
市
民
生
活
に
お
け
る
移
動
の

持
続
的
な
確
保
…
生
活
交
通
の

利
用
促
進
お
よ
び
外
出
支
援
策

の
推
進
、
生
活
交
通
の
持
続
的

か
つ
効
率
的
な
確
保

②
使
い
や
す
く
、
親
し
み
や
す

い
公
共
交
通
の
確
立
…
市
民
ニ

ー
ズ
に
合
っ
た
公
共
交
通
の
利

便
性
向
上
、
公
共
交
通
に
関
す

る
情
報
提
供
の
推
進
お
よ
び
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
、
ま

ち
づ
く
り
と
連
携
し
た
交
通
施

策
の
推
進

③
地
域
外
か
ら
の
交
流
促
進
と

公
共
交
通
利
用
促
進
…
広
域
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
、
観

光
客
の
利
用
を
図
る
交
通
体
系

の
整
備
促
進

④
市
民
・
企
業
レ
ベ
ル
に
よ
る

公
共
交
通
利
用
増
大
の
取
り
組

み
…
市
民
・
企
業
主
体
に
よ
る

啓
発
事
業
の
推
進
な
ど

【
閲
覧
で
き
ま
す
】
計
画
の
内
容

は
、
地
域
振
興
課
、
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
、西
支
所
、加
佐
分
室
、

各
公
民
館
、
大
浦
・
城
南
会
館
、

東
・
西
図
書
館
で
閲
覧
で
き
ま

す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
。

　

詳
し
く
は
、
同
課
（
☎
66
・

１
０
１
９
）
へ
。


